
好きや大切は行動にあらわれる
課題と成果と発見
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成果 教師は想定できていなかったが、子供は概念に到達しようとしていた？
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Aさん 自分にとって好きや大切なものってなに？
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Tさん 好きと大切の分類
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深い概念的理解を生み出している児童が多数いた
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【情報処理の負荷と概念化の構造】

[低負荷] 1つのジャンルだけを平易に読む→事実の回収（満足・納得）で終わる
[高負荷] 物語と説明文を並行してつなぎ読む→脳内の認知摩擦（葛藤）→共通の「構造（概念）」で繋
ぐ しかない

『思考する教室をつくる概念型探究の実践』カーラ・マーシャル、レイチェル・フレンチ

●認知的負荷

ロバート・ビョーク (UCLAの認知心理学者)

●望ましい困難さ（Desirable Difficulties）

●交差学習（Interleaving）
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